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一
九
三
六
年
、
太
宰
治
の
第
一
創
作
集
と
し
て
単
行
本
『
晩
年
』
が
砂
子
屋
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
葉
」

「
思
ひ
出
」「
魚
服
記
」「
列
車
」「
地
球
図
」「
猿
ケ
島
」「
雀
こ
」「
道
化
の
華
」「
猿
面
冠
者
」「
逆
行
」「
彼
は
昔
の
彼
な
ら

ず
」「
ロ
マ
ネ
ス
ク
」「
玩
具
」「
陰
火
」「
め
く
ら
草
紙
」
の
十
五
作
品
が
並
ぶ
。
第
一
回
芥
川
賞
候
補
作
と
な
っ
た
「
逆
行
」

（「
文
芸
」
一
九
三
五
・
二
）
や
太
宰
の
代
表
作
「
人
間
失
格
」（「
展
望
」
一
九
四
八
・
六
〜
八
）
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
大
庭
葉

蔵
の
登
場
す
る
「
道
化
の
華
」（「
日
本
浪
曼
派
」
一
九
三
五
・
五
）
な
ど
注
目
す
べ
き
作
品
も
あ
り
、
個
々
の
作
品
研
究
も

年
々
深
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
晩
年
』
ほ
ど
一
冊
の
単
行
本
と
し
て
濃
密
に
機
能
し
た
も
の
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　
例
え
ば
、
鳥
居
邦
朗
（『
太
宰
治
論 
　
　 
作
品
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
一
九
八
二
・
九
、
雁
書
房
）
は
『
晩
年
』
の
作
品

群
の
初
版
収
載
順
と
発
表
順
を
対
照
さ
せ
、「
葉
」「
思
ひ
出
」
を
〈
自
伝
的
作
品
〉、「
魚
服
記
」
以
下
五
編
を
〈
客
観
的
手

法
に
よ
る
作
品
〉、「
道
化
の
華
」
以
下
八
編
を
〈
小
説
方
法
模
索
の
作
品
〉
と
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
特
徴
を
捉
え

た
う
え
で
『
晩
年
』
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
渡
部
芳
紀
（『
太
宰
治
心
の
王
者
』
一
九
八
四・五
、
洋
々

社
）
は
『
晩
年
』
に
つ
い
て
、「
十
五
作
品
は
、
漠
然
と
配
列
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
冒
頭
の
二
作
品
は
顔
ま
た
は
首

に
相
等
す
る
部
分
で
あ
る
。「
魚
服
記
」
か
ら
「
陰
火
」
ま
で
が
胴
、「
め
く
ら
草
紙
」
が
尾
で
あ
る
」
と
し
、「
胴
」
の
中
で

も
「
道
化
の
華
」
が
「
中
心
、
要
の
部
分
」
に
あ
り
、
そ
こ
を
基
点
に
「
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
な
作
品
群
」
と
「
前
衛
的
な
作
品

群
」
が
展
開
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
視
点
に
よ
っ
て
、
個
々
の
作
品
は
決
し
て
孤
立
す

る
こ
と
な
く
、『
晩
年
』
と
い
う
一
冊
の
単
行
本
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
、
単
独
の
テ
キ
ス
ト
内
に
留
ま
る
こ

と
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
作
品
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
者
の
視
野
を
広
げ
る
。
個
別
の
作
品
の
初
出
年
月
か
ら
単
行

本
の
発
行
年
月
へ
と
時
間
的
空
間
は
拡
大
し
、
単
行
本
に
収
載
さ
れ
た
他
作
品
と
縦
横
の
軸
を
結
ぶ
行
為
に
繋
が
る
か
ら
だ
。

さ
ら
に
は
、
単
行
本
に
付
さ
れ
た
題
名
の
意
図
に
思
い
を
馳
せ
、
改
め
て
そ
こ
に
収
載
さ
れ
た
作
品
の
意
味
を
問
い
直
そ
う

と
す
る
意
識
を
も
生
み
出
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
『
晩
年
』
が
単
行
本
と
し
て
大
き
な
力
を
有
す
る
背
景
に
は
、
太
宰
の
初
め
て
の
小
説
集
で
あ
っ
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
太
宰
自
身
が
「
私
は
こ
の
短
篇
集
一
冊
の
た
め
に
、
十
箇
年
を
棒
に
振
つ
た
。
ま
る
十
箇
年
、
市
民
と

同
じ
さ
は
や
か
な
朝
め
し
を
食
は
な
か
つ
た
。
私
は
、
こ
の
本
一
冊
の
た
め
に
、
身
の
置
き
ど
こ
ろ
を
失
ひ
、
た
え
ず
自
尊
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心
を
傷
つ
け
ら
れ
て
世
の
な
か
の
寒
風
に
吹
き
ま
く
ら
れ
、
さ
う
し
て
、
う
ろ
う
ろ
歩
き
ま
は
つ
て
ゐ
た
。（
…
）
百
篇
に
あ

ま
る
小
説
、
破
り
捨
て
た
。
原
稿
用
紙
五
萬
枚
。
さ
う
し
て
残
つ
た
の
は
、
辛
う
じ
て
、
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
。」

（「
文
藝
雑
誌
」
一
九
三
六
・
一
）、「
も
う
、
こ
れ
が
、
私
の
唯
一
の
遺
書
に
な
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
し
た
か
ら
、
題
も
、

「
晩
年
」
と
置
い
た
の
で
す
」（「
文
筆
」、
一
九
三
八・二
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
作
家
出
発
の
原
点
を
〈
晩
年
〉
の
文
字
に

込
め
、
そ
こ
に
選
ん
だ
作
品
に
何
ら
か
の
意
味
を
含
ま
せ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
か
ら
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
を
逆
説
的
に

捉
え
れ
ば
、
他
の
単
行
本
は
『
晩
年
』
ほ
ど
に
は
そ
の
力
を
発
揮
さ
れ
な
い
ま
ま
見
過
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
か
。
太

宰
自
身
の
確
た
る
言
説
が
確
認
さ
れ
ず
と
も
、
あ
る
時
期
に
あ
る
意
図
を
も
っ
て
幾
つ
か
の
作
品
が
集
め
ら
れ
、
そ
れ
を
一

冊
に
ま
と
め
る
作
業
に
は
そ
れ
が
作
者
の
思
い
な
の
か
、
出
版
社
の
戦
略
な
の
か
は
別
に
し
て
何
ら
か
の
意
思
が
働
い
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
冊
の
単
行
本
と
な
っ
た
時
点
で
一
つ
の
作
品
は
単
純
に
一
つ
の
作
品
と
し
て
存
在

す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
読
み
の
可
能
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
。

　
今
改
め
て
太
宰
の
単
行
本
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
の
没
年
ま
で
に
約
三
十
七
冊
（
叢
書
、
随
筆
な
ど
は
除
く
）
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
題
名
を
見
る
と
、そ
の
特
徴
か
ら
概
ね
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
目
は
、『
愛
と
美
に
つ
い
て
』（
一

九
三
九
・
五
、
竹
村
書
房
）、『
女
生
徒
』（
一
九
三
九
・
七
、
砂
子
屋
書
房
）
な
ど
の
よ
う
に
収
載
作
品
の
一
つ
を
題
名
に
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
刊
行
さ
れ
た
単
行
本
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
二
つ
目
は
、『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』（
一
九
四

一
・
六
、
文
藝
春
秋
社
）、『
正
義
と
微
笑
』（
一
九
四
二
・
六
、
錦
城
出
版
社
）、『
右
大
臣
実
朝
』（
一
九
四
三
・
九
、
錦
城

出
版
社
）、『
津
軽
』（
一
九
四
四
・
一
一
、
小
山
書
店
）、『
惜
別
』（
一
九
四
五
・
九
、
朝
日
新
聞
社
）、『
お
伽
草
紙
』（
一
九

四
五・一
〇
、
筑
摩
書
房
）
の
書
き
下
ろ
し
小
説
と
し
て
の
単
行
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
つ
目
は
、『
晩
年
』
と
同
様
、
収

載
作
品
を
包
含
す
る
形
で
新
た
な
題
名
を
付
し
た
も
の
だ
。『
虚
構
の
彷
徨
　
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
』（
一
九
三
七
・
五
、
新
潮

社
）
や
『
女
性
』（
一
九
四
二
・
六
、
博
文
社
）
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
単
行
本
に
如
何
な
る
力
が
働
い
て
い
る
の
か
。
小
特
集
で
は
、
太
宰
の
単
行
本
を
世
に
送
り
出
し
た
数
々
の

出
版
社
の
戦
略
と
特
徴
を
整
理
し
、
研
究
論
文
で
は
単
行
本
か
ら
作
品
を
照
射
し
て
い
く
。
単
行
本
と
い
う
〈
俯
瞰
〉
す
る

眼
差
し
が
新
た
な
作
品
の
読
み
と
可
能
性
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
。


